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▼お知らせ　住宅の耐震化費用を補助します／市民意識調査にご
協力ください／旅券の手数料が７月１日から改定されます／令和７年
度（下半期）の公共工事などの入札結果を公表します／危険なブロッ
ク塀の撤去費用を補助します／６月の「税」の納期限６月30日㈫／野
良猫の避妊去勢手術を支援します／野良猫の避妊去勢手術の費用
を一部補助します／シルバー人材センター入会説明会／家畜排せつ
物の適正な管理をお願いします／令和７年度分情報公開実施状況の
公表／道路緊急ダイヤル（＃９９１０）へ通報を／児童手当現況届／浄
化槽の設置申請は早めにお願いします
▼募集　放送大学10月生募集／市民会館に関する市民アンケート
にご協力ください／第35回きくち童謡唱歌祭参加者募集／市営住
宅補充入居者を募集します／海上保安官募集／職業訓練コースの
ご案内／第１・２回消防設備士試験
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い／予約制による納付相談夜間窓口を開設します
▼講演・講習・教室　防災士養成講座／初めての人も安心！カラ
ダ改善プログラム／Ｂ＆Ｇ海洋センタープール小学生水泳教室／水
中ウォーキング・エアロビクス教室
▼イベント　男女共同参画週間パネル展示／６月の遊ぼう・学ぼう
児童センター／「日本遺産パネル展」を開催します
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※�読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください
※�当日の様子は７月号以降のト

ピックスでお伝えする予定です

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

android androidiPhone iPhone

令和８年４月末の人の動き

総人口：46,412人 9
　菊池：22,987人 2
　七城： 4,848人 0
　旭志： 3,931人 －2
　泗水：14,646人 9
男　性：22,379人 30
女　性：24,033人 －21
外国人： 1,625人 16
世　帯： 21,150世帯 60

年齢別人口 
0 ～14歳 5,423人 11.7%
15～64歳 24,867人 53.6%
65歳以上 16,122人 34.7%

自然増減 社会増減
出  生：25 転  入：224
死  亡：55 転  出：184

人　口 前月比

写真を募集しています！

「身近にある風景自慢」を探して、
魅力的な景観を守っていきませんか。

どなたでも応募できます。
写真の技術を競うコンテストではありません。
好きな菊池の景観（なるべく人物が写っている
もの）を写真に収めて、ご応募ください。

応募資格

メール、郵送、専用フォーム、また
は直接提出のいずれかの方法でご応募ください。
郵送する際は、写真データを記録したCD-Rなど
のメディア（返却不可）を送付してください。

応募方法

ホームページ

応募期限 ８月31日㈪ 必着
入賞作品を5点選定し、表彰します。

【入賞】市内共通商品券 最高5千円分
表　　彰

※�詳細や注意事項はホームページをご覧くだ
さい。応募専用フォームもあります
応募・問い合わせ先

〒861-1392（住所記載不要）
菊池市役所都市整備課都市整備係
☎0968（25）7242
Ⓜtoshiseibi@city.kikuchi.lg.jp

【問い合わせ先】 商工振興課 ☎0968（36）9720

COSMETIC & ESTHETIC ATENARI

吉
よし

永
なが

正
しょう

太
た

郎
ろう

さん（２期生）

美容整体 英～はなぶさ～

山
やま

本
もと

英
はな

恵
え

さん（３期生）

㈱そうごう保険SHOP

森
もり

上
がみ

翔
しょう

太
た

さん（４期生）

(一社)エデュスポ菊池

ダイロフ美
み

香
か

さん（４期生）

新たな価値を創り、地域をリ・デザインする

メイクの楽しさを伝えるため、市内
各所で行っているメイクレッスン

子どもたちがさまざまなスポー
ツと英語を体験できるイベント

出会いの場所をつくるため
に開催している婚活イベント

観光コンテンツとして廣現寺本堂を
貸し切って行うリラクゼーション体験

「昔はもっと活気があった」「最近、空き家をよく見かける」。そんな声を
耳にしたことはありませんか。地域の中には、この現状と向き合い、自分
たちが思い描く未来へ向かって走る人たちがいます。未来のために全力
で走る、その姿をのぞきました。
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学びの流れ

基礎知識の習得

ケーススタディ

ビジネスプランの
構築（演習）

ビジネスプランの
発表（修了式）

コミュニティビジネスやソーシャル
ビジネスなどを学び、全国のさま
ざまな事例を参考にしながら、地
方創生の最前線を学習します。

産官学金が一体となった運営体制を構築し、価値を
生み出す地域の担い手を育成します。

各分野の知見を持つ機関が連携することで、ビジネスプ
ランの構築から資金調達までをバックアップ。

地域課題の解決や地域資源を活
用した実践者から話を聞き、地域
と自社の課題や活用できる地域
資源を考えていきます。

課題抽出やコンセプトをビジネス
プランに落とし込み、ディスカッショ
ンを通じて、何をすれば自社が生
き残れるかを考えていきます。

金融機関や関係機関、市関係者、
報道機関などに出席してもらい、
塾生自らが考えたビジネスプラン
を発表します。

塾 生

菊池市
主 催

熊本大学
主 催

菊池市商工会
熊本銀行菊池支店
熊本第一信用金庫菊池支店
肥後銀行菊池支店

協 力

熊本県信用保証協会
日本政策金融公庫

連 携

課
題
を
魅
力
に
変
え

菊
池
の
未
来
を
創
造
す
る

多
様
化
す
る
地
域
課
題
。
そ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
で
、地
域
の
新
た
な
魅
力

が
生
ま
れ
ま
す
。
理
想
と
す
る
未
来
を
見
据
え
た
市
の
人
財
育
成
事
業
と
共

に
歩
む
人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
企
業

や
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
大

人
＝
か
っ
こ
い
い
大
人
」
と
の
見

方
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

課
題
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
掛
け
合

わ
さ
る
こ
と
で
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
誕
生
し
、利
便
性
が
高
い
地

域
に
。
さ
ら
に
、
活
動
す
る
人
に

魅
せ
ら
れ
た
新
し
い
人
が
集
ま
り
、

ま
た
別
の
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
循
環
が
、課
題
を
魅
力
に
変

え
、人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け

る
重
要
な
流
れ
で
す
。

　

本
市
で
も
こ
の
流
れ
を
起
こ
す

た
め
、令
和
４
年
度
か
ら
「
き
く

ち
未
来
創
造
塾
」
を
開
始
。
菊

池
を
良
く
し
た
い
と
活
動
す
る
人

や
企
業
が
、地
域
と
企
業
の
課
題

に
目
を
向
け
、既
存
事
業
を
軸
に

進
む
人
口
減
少

　

全
国
で
少
子
高
齢
化
に
伴
う

人
口
減
少
が
進
む
中
、本
市
で
も
、

令
和
12
年
に
は
約
４
万
１
千
人
ま

で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
平
成
13
年
ご
ろ
か
ら

減
少
が
続
き
、空
き
家
や
空
き
店

舗
の
増
加
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

衰
退
な
ど
、多
様
な
地
域
課
題
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
が
続
く
と
、徐
々
に

地
域
の
魅
力
が
薄
れ
、人
口
の
減

少
が
さ
ら
に
加
速
す
る
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
課
題
×
ビ
ジ
ネ
ス

　

都
市
部
を
中
心
に
、
地
域
課

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
。
地
域

と
企
業
の
双
方
に
新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

産
官
学
金
が
サ
ポ
ー
ト

　

き
く
ち
未
来
創
造
塾
は
、熊
本

大
学
と
市
が
主
催
し
、県
信
用
保

証
協
会
や
日
本
政
策
金
融
公
庫

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
専
門
機
関
と

連
携
。
知
識
の
習
得
と
、ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
構
築
か
ら
資
金
調
達

ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

座
学
に
加
え
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

や
自
分
の
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
機

会
も
設
定
。
約
１
年
か
け
て
、ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
磨
き
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
41
人
が

修
了
。
各
々
が
「
か
っ
こ
い
い
大

人
」
と
し
て
、活
動
し
て
い
ま
す
。

用
し
ま
す
が
、日
中
は
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

塾
の
話
を
聞
い
て
、
何
か
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
れ
ば
と
参
加
。
地
域
に

目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、今
は
地

域
の
人
た
ち
の
生
活
の
一
部
に
な

る
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
外
出
が
減

り
、
地
域
の
活
気
も
な
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
買
い
物
で
の
外
出
を

促
す
た
め
、市
内
で
あ
ま
り
見
な

い
鮮
魚
市
を
始
め
ま
し
た
。
年
配

向
け
の
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
交
流
会
も

実
施
。
交
流
の
場
と
し
て
人
が
集

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ

活
用
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

塾
で
出
会
っ
た
仲
間
は
、個
性

豊
か
で
面
白
い
人
ば
か
り
。
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
、地
元
が
盛
り
上

が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
モ
リ
ン
ガ
は
と
て
も
健
康
に
良

い
植
物
で
す
。
こ
の
モ
リ
ン
ガ
を

軸
に
、
農
業
、
福
祉
、
健
康
、
地

域
を
つ
な
ぎ
、目
の
前
の
人
の
笑

顔
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
く
よ

う
な
循
環
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
歩
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
構
想
中
で
す
。

自
然
と
人
が
集
ま
り
、い
ろ
い
ろ

な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、地
域
を

元
気
に
で
き
る
場
所
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

菊
池
の
こ
と
も
よ
り
好
き
に
な

な
り
ま
し
た
。
菊
池
の
魅
力
や
モ

リ
ン
ガ
の
可
能
性
を
国
内
外
に
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

出
会
っ
た
塾
生
と
は
、今
で
も

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
と
出
会
え
た
こ
と
が
、一
番
の

財
産
で
す
。

ザ
イ
ン
を
依
頼
い
た
だ
い

た
生
産
者
の
皆
さ
ま
を
、

納
品
後
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
始

め
た
の
が
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
で

す
。
人
が
集
う
温
か
い
拠
点
に
す

る
た
め
、
週
末
は
マ
ル
シ
ェ
を
企

画
し
、こ
れ
ま
で
つ
な
が
っ
た
皆
さ

ま
に
出
店
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
夜
は
卓
球
教
室
で
使

業
を
始
め
て
10
年
目
の

こ
ろ
、ふ
と
地
域
と
の
関

わ
り
が
少
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。

悩
ん
で
い
た
時
に
塾
の
こ
と
を
聞

き
、参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

菊
池
の
こ
と
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
こ

と
な
ど
、多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
地
域
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
に
な
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
ね
。

デ

事

５月１０日開催の菊池の恵みフェスティ
バルに出店し、モリンガ茶を販売

Interview 　  修了生の声

飯
いい

田
だ

真
ま

衣
い

さん【１期生】

㈱アイシア（横町）

森
もり

本
もと

真
まさ

弘
ひろ

さん【２期生】

㈱ LaTo（富出分）

きくち未来創造塾を修了し、地域と企業の魅力を高めるために奔走する
2人に話を聞きました。

地域を自分事として考える

平成24年に㈱アイシアを設立し、就労
支援事業で農業を開始。現在はモリン
ガの生産と加工を行い、「COCOCI」
という農産物ブランドを立ち上げ、加
工品を販売している。

平成26年に、商品パッケージやパンフ
レットなどのデザインを手掛ける「㈱
LaTo」を設立。令和2年に使われてい
なかった牛舎を改装し、レンタルスペー
ス「L

ラ　ト

ATO B
ベ イ ス

ASE」の運営を始める。

実施体制

ラージボールは、ボールが卓球より大き
く軽いため、世代問わず楽しめる競技
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やりたいことが 明確になりました
　昨年受けた講義で、地方創生の話を
聞き、全国で取り組みが行われている
ことを初めて知りました。実際に地元
で活動する修了生と交流して、地域や
自分のために行動しているのが、とて
もかっこよく見えたのを覚えています。
　実は私の母も修了生であり、こんな
に凄いことをしていたんだと、なんだ
かうれしかったです。

　それまでは、進路に対する明確な希
望がありませんでしたが、今は菊池の
ためになる仕事がしたいと考えていま
す。地域のボランティア活動にも参加し、
出会った人たちと関わるのがとても楽
しいです。
　将来は「熊本県といえば菊池市」と
言われるくらい、活気のある地域にで
きたらいいなと思っています。

Interview 　  授業を受けた高校生の声

「
か
っ
こ
い
い
大
人
」を

次
世
代
に
魅
せ
る

令
和
７
年
度
か
ら
、き
く
ち
未
来
創
造
塾
と
市
内
の
高
校
が
連
携
し

た「
高
大
連
携
事
業
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
次
世
代
の「
か
っ
こ
い
い

大
人
」の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

時
間
」
で
課
題
解
決
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
学
び
を
深
め

る
た
め
、熊
本
大
学
の
金か

な

岡お
か

省し
ょ
う

吾ご

教
授

が
、人
口
減
少
や
地
方
創
生
な
ど
を
講

義
。
修
了
生
は
、地
域
課
題
と
向
き
合

い
、
実
践
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
生
徒
た
ち
に
話
し
ま
す
。

　

講
義
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、学

ん
だ
こ
と
や
感
想
を
共
有
。
高
校
生
は

将
来
の
働
き
方
や
生
き
方
を
考
え
ま

す
。
修
了
生
も
、プ
ラ
ン
を
言
葉
に
す

る
こ
と
で
、内
容
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
、お
互
い
が
成
長
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
と
は
別
に
未
来
創
造
塾

と
関
わ
っ
た
生
徒
が
、地
方
創
生
を
学

ぶ
た
め
に
国
公
立
大
学
に
進
学
。
か
っ

こ
い
い
大
人
と
の
交
流
が
、地
域
に
関

心
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
、新
た

な
担
い
手
へ
と
育
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
分
岐
点

　

本
市
は
、15
～
24
歳
の
転
出
者
が
最

も
多
く
、進
学
や
就
職
で
市
外
に
転
出

し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
高
校
の
３
年
間
は
、進
学
や
就

職
な
ど
、将
来
を
決
め
る
大
き
な
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。「
地
域
に
残
っ

て
頑
張
り
た
い
」「
将
来
は
地
域
に
帰
っ

て
き
た
い
」
と
思
う
意
識
付
け
や
ア
プ

ロ
ー
チ
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
熊
本
大
学
、
市
内
３

高
校
、
か
っ
こ
い
い
大
人（
修
了
生
）、

市
が
連
携
し
「
高
大
連
携
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

思
い
を
受
け
継
ぐ
た
め
に

　

菊
池
農
業
高
校
、菊
池
高
校
、菊
池

女
子
高
校
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の

山
やま

本
もと

百
もも

花
か

さん

菊池高校３年
（普通科地域探究コース）

きくち未来創造塾＜第五期＞の塾生を募集します！

1.基礎知識の習得

3.ビジネスプランの構築

2.ケーススタディ

4.ビジネスプランの発表

定　員 12人

受講料 1万円／期 申込期限 ６月19日㈮

申込方法 申込書を商工振興課へ提出。

対　象 市で地域課題を解決する「新たなビジ
ネス」を創出する意欲がある人。

開講期間 ７月～令和９年２月【全14回程度】

▶詳しいカリキュラムの内容や日程はホーム
ページをご覧ください。第一～四期の様子も
見ることができます。▶申し込み後に受講料
の納入方法などの詳細を連絡します。

ホームページ

金岡教授の講義を聞いて、意見を発表
する菊池農業高校の2年生

グループワークで積極的な意見交換を
行う菊池女子高校の生徒たち

高校生と交流する（一社）ファームここ
から（新村）の緒

お

方
がた

洋
ひろし

さん【3期生】

地域の課題解決力を育み
新しい人の流れを生み出す
熊本大学は、本市以外にも県内外の自治体と連携して、未来
創造塾を実施しています。その中心に立つ金

かな

岡
おか

省
しょう

吾
ご

教授に、目
指すべき理想の地域について話を聞きました。

校
生
に
限
ら
ず
、地
元
が
面
白
い
と
感

じ
た
若
者
の
循
環
を
促
す
の
が
、塾
を

起
点
と
し
た
高
大
連
携
の
狙
い
で
す
。

「
伝
え
る
」が
流
れ
を
つ
く
り

「
循
環
」へ
と
変
化

　

塾
生
が
自
身
の
取
り
組
み
を
語
り
、

共
感
し
た
高
校
生
が
活
動
に
参
加
し

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
活
動
や
思
い
を

人
に
伝
え
る
こ
と
で
、そ
の
思
い
に
共

感
す
る
人
や
企
業
が
集
ま
り
、活
動
の

幅
が
広
が
る
。
面
白
い
地
域
の
か
っ
こ

い
い
大
人
を
起
点
に
、若
者
や
企
業
の

循
環
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

塾
が
受
け
皿
と
な
り
、こ
の
循
環
を

生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
、地
域
の
目

指
す
べ
き
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

き
く
ち
未
来
創
造
塾
は
今
年
で
５

期
目
。「
ど
う
運
営
す
る
か
」
か
ら
、

「
何
を
す
る
か
」
を
考
え
実
践
す
る
段

階
に
入
り
ま
し
た
。
次
は
自
ら
の
活
動

を
「
語
る・伝
え
る
」こ
と
が
重
要
で
す
。

日
常
生
活
を
支
え
る
力

　

地
域
を
支
え
て
い
る
の
は
、中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者
で
す
。
商
店
街

や
農
業
、
保
育
園
な
ど
、
生
活
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
て
い
る
企
業
が「
か
っ
こ
い
い
」

企
業
に
な
ら
な
け
れ
ば
、地
域
は
衰
退

し
て
い
き
ま
す
。

　

塾
の
役
割
は
、こ
う
し
た
小
規
模
な

企
業
や
若
い
世
代
に
、自
社
と
地
域
の

課
題
を
掛
け
合
わ
せ
て
解
決
し
て
い
く

力
を
育
む
こ
と
で
す
。
魅
力
的
な
企
業

へ
と
成
長
し
、次
世
代
へ
事
業
を
承
継

す
る
方
法
を
考
え
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

「
地
元
は
面
白
い
」と
感
じ
る

機
会
を
つ
く
る

　

高
校
生
は
、探
究
の
授
業
で
地
域
課

題
を
学
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
、誰
も

が
知
る
大
企
業
も
地
域
に
着
目
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

地
元
の
大
人
も
課
題
解
決
を
実
践
し

て
い
る
姿
を
見
せ
る
。「
地
元
で
も
面

白
い
仕
事
が
で
き
る
」
と
感
じ
た
生
徒

は
、地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。

　

若
者
が
一
度
地
元
を
出
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
悪
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
大

事
な
の
は
、
出
た
若
者
が
戻
っ
た
り
、

外
か
ら
地
域
と
関
わ
る
こ
と
で
す
。
高

金岡省吾教授
熊本大学  副学長・共創学環長
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